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国内の道路橋（2ｍ以上）は約 70 万橋あり、竣工後 50 年以上の割合は、現在 16％程度である

が、10 年後に 40％、20 年後に 65％と飛躍的に増加する。これらの 7 割は地方の市区町村の管轄

下で保守・点検・改修が行われているが、財源等の不足によって維持管理が難しくなっている。

特に我が国では塩害による鉄筋腐食、融雪剤による道路床版の劣化、プレストレストコンクリー

トを固定する PC 鋼材の破断などの事例が多く、これらの早期診断技術が求められている。 

我々は道路橋やトンネルなどの重要な社会インフラを放射線計測と電子加速器技術を用いて検

査する技術を開発している。X 線の利点である高精細画像と、電磁波レーダーの利点である片側

アクセシビリティの簡便性を併せ持つ後方散乱 X 線イメージング装置を開発し、道路床版や橋梁

の検査等で利用できるように小型・軽量なシステムとすることが目標である。そのために電子加

速器をベースとした管電圧 900 kV のテーブルトップ C バンド X 線源システム、及び一次元マル

チスリットを用いた新規・X 線検出器を開発している[1]。これまでに電子ビームコミッショニン

グを終えて X 線発生を確認した。講演では X 線源の開発状況および試験的に行った X 線イメージ

ング実験結果について報告する。 

     
図 1 テーブルトップ C バンド X 線源システム（左）、C バンド加速管（右） 
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